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田中康夫の

60

「
ベ
ル
リ
ン
の
壁
」
崩
壊
か
ら
来
年
で

30
年
。
第
54
代
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
大
統

領
ド
ナ
ル
ド
・
Ｊ
・
ト
ラ
ン
プ
と
第
３

代
朝
鮮
民
主
主
義
人
民
共
和
国
最
高
指

導
者
・
金
正
恩
。「
意イ
ン
テ
リ
ゲ
ン
チ
ャ

識
高
い
系
」
か

共
和
国
連
邦
の
エ
リ
ー
ト
層
や
支
配
層
。

ソ
連
邦
最
後
の
指
導
者
だ
っ
た
ミ
ハ
イ

ル
・
ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
は
、
汚
職
と
腐
敗

に
塗
れ
た
体
制
を
刷
新
す
べ
く
「
ペ
レ

ス
ト
ロ
イ
カ
」
を
行
い
ま
す
。
ロ
シ
ア

語
で
ペ
レ
は
再
び
、
ス
ト
ロ
イ
カ
は
構

築
。
そ
の
流
れ
は
冷
戦
と
い
う
「
イ
デ

オ
ロ
ギ
ー
」
対
立
を
溶
解
さ
せ
、
富
め

る
者
が
富
め
ば
、
貧
し
き
物
に
も
富
は

浸
透
す
る
と
唱
え
た
レ
ー
ガ
ノ
ミ
ク
ス

＝
ト
リ
ク
ル
ダ
ウ
ン
理
論
の
新
自
由
主

義
を
産
み
出
し
ま
し
た
。
が
、
爾じ
ら
い来
30

年
。
株
主
資
本
主
義
と
い
う
妖
怪
は
、

自サ

ー

モ

ス

タ

ッ

ト

動
温
度
調
節
装
置
に
制
度
疲
労
を
来

し
、
分
断
化
社
会
へ
と
変
容
。

　

一
つ
ひ
と
つ
は
ト
リ
ッ
キ
ー
な
デ
ィ

ー
ル
に
思
え
る
ド
ナ
ル
ド
・
メ
ソ
ッ
ド

も
全
体
を
俯
瞰
し
て
み
た
な
ら
、
巨
大

な
製
薬
会
社
・
金
融
機
関
・
軍
需
産
業

の
意
を
汲
む
ロ
ビ
イ
ス
ト
達
が
巣
く
う

ワ
シ
ン
ト
ン
の
既
得
権
益
を
溶
解
し
て

い
く
営
為
。
で
あ
れ
ば
こ
そ
、
本
音
・

建
前
を
巧
み
に
使
い
分
け
て
き
た
「
意き
と

識く
け
ん
え
き

高
い
系
」
に
属
す
る
表メ
デ
ィ
ア

現
者
は
危
機

感
を
感
じ
、
反
発
す
る
の
で
す
。

　

ラ
ス
ト
ベ
ル
ト
の
労
働
者
に
留
ま
ら

ず
、
延ひ

い
て
は
バ
ー
ニ
ー
・
サ
ン
ダ
ー

ス
で
な
く
ヒ
ラ
リ
ー
・
ク
リ
ン
ト
ン
な

テ
イ
ス
ト
を
漂
わ
せ
る
民
主
党
を
現
在

も
支
持
す
る
「
失
わ
れ
た
中
産
階
級
」

に
も
新
た
な
チ
ャ
ン
ス
を
齎も
た
ら
す
か
も

知
れ
ぬ
彼
は
、
自
分
と
同ケ
ミ
ス
ト
リ
ー

じ
匂
い
を

〝
３
代
目
〞
に
も
嗅
ぎ
取
り
、
シ
ン
ガ

ポ
ー
ル
首
脳
会
談
に
臨
み
ま
し
た
。

　

極
秘
訪
朝
し
た
マ
イ
ク
・
ポ
ン
ペ
オ

中
央
情
報
局
長
官
が
国
務
長
官
に
就
任

す
る
直
前
の
４
月
20
日
に
、
経
済
建
設

＆
核
開
発
「
並
進
路
線
」
の
終
了
を
朝

鮮
労
働
党
中
央
委
員
会
総
会
で
決
定
。

５
月
17
日
に
は
同
党
中
央
軍
事
委
員
会

拡
大
会
議
で
、
軍
総
政
治
局
長
・
参
謀

総
長
・
人
民
武
力
相
の
朝
鮮
人
民
軍
３

要
職
を
、
僅
か
１
ヶ
月
で
若
返
り
再
交

代
さ
せ
て
い
ま
す
。
然さ

し
も
の
習
近
平

国
家
主
席
も
人
民
解
放
軍
の
掌
握
に
時

間
を
要
し
た
よ
う
に
、
洋
の
東
西
を
問

わ
ず
、
軍
部
は
人
員
も
予
算
も
既
得
権

益
の
最
た
る
存
在
。
況い
わ

ん
や
人
口
２
５

０
０
万
人
に
も
拘
ら
ず
中
国
・
米
国
・

イ
ン
ド
に
次
い
で
世
界
４
位
の
兵
力
を

擁
す
る
北
朝
鮮
に
於
い
て
を
や
。
そ
の

構
造
大
転
換
を
図
る
３
代
目
で
す

　

中
国
の
６
倍
も
の
埋
蔵
量
の
レ
ア
ア

ー
ス
、
軍
需
産
業
に
必
須
な
タ
ン
グ
ス

テ
ン
と
ウ
ラ
ン
も
世
界
の
半
分
が
眠
る

北
朝
鮮
の
地
下
資
源
開
発
へ
の
投
資
を

企
む
鉱
山
企
業
の
御
曹
司
を
通
じ
て
、

娘
イ
ヴ
ァ
ン
カ
の
夫
ジ
ャ
レ
ド
・
ク
シ

ュ
ナ
ー
上
級
顧
問
が
北
朝
鮮
側
と
接
触

し
た
の
も
６
・
12
会
談
実
現
の
切
っ
掛

け
で
し
た
。
フ
ィ
ナ
ン
シ
ャ
ル
・
タ
イ

ム
ズ
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
・
タ
イ
ム
ズ
両

紙
の
ス
ク
ー
プ
で
す
。

「
や
っ
ぱ
、
止
め
〜
た
」
と
ド
ナ
ル
ド

が
牽フ
ェ
イ
ン
ト制
し
た
５
月
24
日
、
３
代
目
が

滞
在
し
て
い
た
の
は
万ま
ん
ぎ
ょ
ん
ぼ
ん
ご
う

景
峰
号
の
母

港
で
も
あ
る
日
本
海
側
の
元ウ
ォ
ン
サ
ン
し

山
市
。
五

輪
直
前
の
今
年
１
月
に
南
北
合
同
練
習

が
行
わ
れ
た
馬ま
し
ん
に
ょ
ん

息
嶺
ス
キ
ー
場
も
、
現

在
ゴ
ル
フ
場
も
含
め
て
開
発
中
の
葛か
る
ま麻

海
岸
リ
ゾ
ー
ト
も
、
同
市
に
位
置
し
ま

す
。「
明
る
い
北
朝
鮮
」
と
呼
ば
れ
る

李リ
ー
・
ク
ワ
ン
ユ
ー
・
フ
ァ
ミ
リ
ー

一
族
の
開
発
独
裁
国
家
シ
ン
ガ
ポ
ー

ル
滞
在
中
、
ド
ナ
ル
ド
の
盟
友
で
ラ
ス

ベ
ガ
ス
・
サ
ン
ズ
会
長
シ
ェ
ル
ド
ン
・

ア
デ
ル
ソ
ン
が
保
有
す
る
マ
リ
ー
ナ
ベ

イ
・
サ
ン
ズ
へ
と
〝
カ
ジ
ノ
視
察
〞
に

赴
い
た
の
も
宜む
べ

な
る
哉か
な

。

　

而し
か

し
て
朝
鮮
語
に
加
え
て
英
独
仏
露

語
を
解
す
る
３
代
目
は
、
地
下
資
源
外

交
を
テ
コ
に
観
光
立
国
と
し
て
、
更
に

は
中
ロ
韓
と
国
境
を
接
す
る
地
政
学
的

観
点
か
ら
も
敢
え
て
南
北
統
一
を
急
が

ず
、
留
学
先
の
ス
イ
ス
と
同
じ
く
東
ア

ジ
ア
の
永
世
中
立
国
的
緩バ
ッ
フ
ァ
ー

衝
帯
な
存
在

と
し
て
主
導
権
を
発
揮
す
る
「
小
春
日

和
の
ス
イ
ス
」
こ
そ
ド
ナ
ル
ド
に
と
っ

て
も
中
ロ
韓
に
と
っ
て
も
好
都
合
、
と

踏
ん
で
い
る
の
で
は
。
地
球
儀
「
傍

観
」
外
交
ニ
ッ
ポ
ン
の
試
練
で
す
。

ら
「
独
裁
者
」
と
断
じ
ら
れ
る
両
人
は
、

豈あ
に
は
か図
ら
ん
や
、
21
世
紀
の
「
ペ
レ
ス
ト

ロ
イ
カ
」
を
敢
行
中
で
す
。

　

赤
い
貴
族
＝
ノ
ー
メ
ン
ク
ラ
ト
ゥ
ー

ラ
と
呼
ば
れ
た
旧
ソ
ビ
エ
ト
社
会
主
義 「朝鮮半島改造論」

★
次
号
８
月
号
の
発
行
日
は
７
月
27
日
で
す
。


